


トートバッグは何でできている？企業・販促向けバイヤーのための素材別ガイド

Details
結論： トートバッグは主に八種類の素材で作られています。コットン、コットンキャンバス、ジュート、不織布ポリプロピレン（PP）、ラミネートPP、ナイロン、ポリエステル、再生ポ
リエステル（rPET）です。コットンとキャンバスは最も自然な風合いで、スクリーンインクの発色にも優れています。ポリエステルとrPETは軽く、水にも強く、昇華転写の染料を受け
入れられる唯一の生地です。不織布PPは一袋あたりのコストが最も低い一方、耐用期間も最も短くなります。

社内で 「トートバッグは何でできているのか」と尋ねるのは、たいてい見積もりに「600D」「80 gsm」「10 oz」といった短い記号が書かれていて、買い手側の誰もそれが完
成品にとって何を意味するのか説明できないからです。このギャップは高くつきます。販促用品は大きな販路であり、米国の販売代理店の売上高は $27.1十億（2025年）、前年
比1.3%増となり[1]、その支出の大きな部分は、利用され続けてこそ効果が出る品目に充てられています。バッグもその一つです。

公開されている買い手のレビューにおける失敗には、一貫したパターンがあります。買い手が厚手のキャンバスに見える完成イメージを承認したのに、届いたのは薄くて透ける合成素材だっ
た、というケースです。あるファンは販促用のトートを「透けて硬く、安っぽい素材」と表現し、別の人は一か月で持ち手が「ぽきっと折れた」と報告しています。ほかにも、折り目に沿っ
てプリントがひび割れた、濃色の生地から衣類に色移りした、小売業者が書類を求めた際に「エコ」の主張を裏付けられなかった、という声があります。こうしたケースの多くで、問題は生
地そのものではありませんでした。本当の問題は、誰も生地を意図して選んでいなかったことです。

この記事では、各素材を順に取り上げます。それぞれについて、生地の仕様単位、印刷への対応、使用時の耐久性、コストと重量の位置づけ、そして正直に裏付けられる持続可能性の主張を
扱います。最後に比較表と、見積もりを承認する前に実施できる簡単なチェック項目をまとめます。
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トートバッグは何でできている？八つの素材を解説
トートとは、平行な二本の持ち手がついた口の開いたバッグのことで、ほぼどんなシート状の素材からでも作れます。企業や販促用の調達では、八つの素材でほぼすべての注文を占めます。
素材は天然繊維（コットン、キャンバス、ジュート）と合成繊維（PP、ナイロン、ポリエステル、rPET）に分かれます。この区分で、バッグの特性の大部分が予測できます。インクの吸
収の仕方、水への反応、輸送時の重さ、そして使用後にどうなるかです。

https://www.ppai.org/media-hub/ppai-sales-volume-estimate-promo-reaches-new-height-but-hampered-by-external-volatility/
https://www.ppai.org/media-hub/ppai-sales-volume-estimate-promo-reaches-new-height-but-hampered-by-external-volatility/


1. コットン（軽量）

軽量コットンのトートは平織りのコットンで作られ、通常は平方ヤードあたり約4–6 oz、およそ136–203 g/m²に相当します。生地は天然素材の中では柔らかく安価で、水性
インクやプラスチゾルのスクリーンインク、ダイレクト・トゥ・ガーメント印刷に対応します。弱点は同じ薄さに由来します。インクが裏側に透けることがあり、荷重がかかると形が崩れ、
濡れると重くなります。軽量コットンは、毎日の買い物袋よりもイベントの配布物や短期キャンペーンに向いています。

2. コットンキャンバス

キャンバスは目の詰んだ厚手のコットンです。トートでは一般的に平方ヤードあたり10–12 oz（約339–407 g/m²）が使われ、小売り向け商品ではさらに厚い規格も使われ
ます。キャンバスは形を保ち、しっかりした重さに耐え、機械洗いが可能で、スクリーン印刷と刺繍の最も信頼できる下地です。米国の大手デコレーターが公表しているガイダンスでは、ス
クリーン印刷したキャンバスは50回以上の洗濯に耐えるとされています。一方、比較対象となる30–40回は、600Dポリエステルキャンバスへのスクリーン印刷の場合です。この数
値は良質なインクと適切な硬化を前提としているため、実験室の結果ではなく目安として扱ってください。キャンバスの欠点は、水を吸い、乾きが遅く、しわになりやすく、同じサイズのポ
リエステル製バッグより重いため、輸送費が上がることです。

多くのバイヤーが見落とす用語上の注意点があります。「キャンバス」は繊維ではなく織り方を指します。「ポリキャンバス」や「600Dポリエステルキャンバス」は合成繊維です。見積
もりに繊維の種類が記載されていない場合は、必ず確認してください。

3. ジュート

ジュートは、ジュート植物の茎から取れる靭皮繊維で、ヘシアンやバーラップとして販売されています。食品、ワイン、農場から食卓までをうたうブランドと結び付けられる、粗くナチュラ
ルな風合いを持ちます。目の粗い織り構造のため、印刷の細部は表現しにくく、単色または2色の大胆なロゴはよく映えますが、細い線や小さな文字は再現しにくくなります。多くのジュー
ト製トートは、形を保ち湿気に強くするため、内側に薄いPPフィルムをラミネートしています。そのためジュートは純粋な天然素材ではなく、繊維とプラスチックの複合素材であり、正確
に説明する必要があります。また、ジュートはかさばり重いため輸送コストがかかり、一般的にコストレンジの中〜高位に位置します。

4. 不織布ポリプロピレン（PP）

不織布PPは織られたものではありません。ポリプロピレンのフィラメントを紡糸し、熱接着でフェルト状のシートにしたもので、重量で規格が示され、配布用バッグでは多くの場合80
gsm程度が使われます。単価が最も安く、平らに折りたため、天然に撥水性があります。欠点もはっきりしています。機械洗いはできず、スクリーン印刷には低温硬化インクが必要で、細
い線は凹凸のある表面でかすれやすく、サプライヤーのガイドでは使用寿命は年単位ではなく月単位と説明されることが一般的です。樹脂識別コード#5のプラスチックで、回収拠点があれ
ばリサイクル可能ですが、生分解性はありません。



5. ラミネートPP

ラミネートPPは、織布または不織布のポリプロピレン基材に、光沢のあるプラスチックフィルムを接着したものです。デザインは通常そのフィルムに印刷され、低価格でフルカラーのフォ
ト調デザインを実現でき、拭き取れる表面と、より張りのあるボディも得られます。構造上、欠点は二つあります。繰り返し折ると、フィルムにしわが入ったり剥がれたりすることがあり、
接着した多層素材は単一ポリマーのバッグより再生しにくいことです。バッグの寿命よりも視覚的インパクトを重視する場合に選んでください。

6. ナイロン

ナイロン（ポリアミド）は、同じ重量のポリエステルより滑らかで、一般的に摩耗に強い素材です。リップストップナイロンは、小さなポーチに折りたためるトートによく使われます。通常
はポリエステルより高価です。また、ポリエステルに定着する標準的な昇華転写では装飾できないため、ナイロン製トートは通常スクリーン印刷やトランスファーで加工されます。ナイロン
は、手触りと収納性がコストに見合うプレミアムな旅行用品やアウトドアのギフトに適しています。

7. ポリエステル

ポリエステル（PET）は世界で最も主流の繊維です。 Textile Exchangeの2026 Materials Market Report[2]によると、世界の繊維生産量に占める割
合は59%で、2025年の生産量は82.5百万トンでした。その規模から、販促用トートでポリエステルが標準となっていることが分かります。軽く、しわになりにくく、小雨を弾き、
昇華転写の基材にもなります。昇華転写では、淡色生地に縁から縁まで写真のようなデザインを、盛り上がりのない仕上がりで印刷できます。

ポリエステルにも既知の限界があります。コーティングされていないポリエステルは、水に対して撥水性はあるものの、防水ではありません。PUやPVCコーティングは保護性を高めます
が、硬さと重さも加わります。表面がざらつくと感じる買い手もいます。独立系のレビューとして、 Wirecutter[3] は、「耐久性があり、撥水性にも優れる」と細目の再生ポリエス
テル製トートを評価する一方で、「セーターやブラウスを毛玉にすることがある」と指摘しています。ポリエステルはまた、大部分が化石燃料由来です。その詳細は 2025年版[4]で
は、Textile Exchangeが、ポリエステルの化石燃料由来の割合を88%、再生ポリエステルの割合を12%とし、対象年は2024年としています。

8. 再生ポリエステル（rPET）

rPETは、バージン樹脂ではなく回収PETから紡糸した、同じポリマーです。実際にはほとんどがペットボトルを原料としています。Textile Exchangeのデータでは、再生
ポリエステルは約9.7百万トン（2025, 97%）で、その大部分がボトル由来です。バッグそのものでは、rPETは同じデニールと織りのバージンポリエステルとほぼ同様の見た目
で、印刷も性能も似ています。実質的な違いは書類にあります。再生を主張する表示は、その注文ごとの流通経路（チェーン・オブ・カストディ）の証拠によってのみ裏付けられ、「再生衣
料から作られた」といった表示には別途証明が必要です。繊維から繊維へのリサイクルは、まだ市場のごく一部にすぎないためです。

すでにポリエステルに決めていて、実際の注文で210D、600D、rPET、コーティング品のグレードを比較する必要がある場合は、当社の カスタムポリエステル製トートバッグ の
ページで、それらのランクを並べて示しています。この記事は素材のレベルに留めます。

トート生地の測り方：oz、gsm、デニール
素材ごとに単位があり、見積もりでは混同されがちです。コットンとキャンバスは、 平方ヤードあたりのオンスで販売されています。これに約33.9を掛けると、平方メートルあたりのグ
ラム数になります。不織布とラミネートPPは、 gsm （平方メートルあたりのグラム数）で販売されています。ポリエステルとナイロンは、 デニール（D）で、糸9,000メートル
分の重さをグラムで示したものです。デニールは糸の太さを示すもので、完成した生地を測るものではなく、耐荷重の指標でもありません。

この最後の違いは実務上重要です。目の詰んだ420Dの生地は、目の粗い600D.の生地より重く、摩耗にも強くなることがあります。生地メーカーの公表値は校正の目安になります。
おおよその目安として、110–180 gsmが210D、280–360 gsmが600Dのポリエステルに相当します。これらはサプライヤーの数値なので、実際の生地
のgsmをデニールと一緒に確認してください。見積もりにデニールしか記載されていない場合、まだ比較はできません。

https://textileexchange.org/knowledge-center/reports/materials-market-report-2026/
https://www.nytimes.com/wirecutter/reviews/best-laptop-tote-bags/
https://textileexchange.org/knowledge-center/reports/materials-market-report-2025/
https://jp.zigpac.com/custom-tote-bags/custom-polyester-tote-bags.html


五つのステップでトートバッグの素材を選ぶ方法
以下のステップでは、想定される用途から、求めるべき証拠までの流れを追います。これらのステップが決めるのは、 素材です。印刷方式、検品、ラベルといった詳細な注文仕様は、製品ペー
ジで説明しています。

バッグの想定使用期間を決める。 イベントで一度配り、数回の再利用が見込まれる程度なら、不織布PP、ラミネートPP、軽量コットンで十分です。毎日持ち歩いて一年以上使1.
う想定なら、キャンバス、600D-classクラスのポリエステル、rPET、ナイロンを検討してください。想定される寿命に素材を合わせることが、インプレッションあた
りのコストを左右する最大の要因です。
デザインと表面を合わせる。 単色から3色までのロゴは、コットンやキャンバスへのスクリーン印刷によく映えます。写真のようなフルカバーのデザインには、昇華転写用の淡色2.
ポリエステル、またはフィルム印刷用のラミネートPPが必要です。粗いジュートや質感のある不織布は、どちらも細部の再現性が低下します。
単価だけでなく、輸送費も比較する。 厚手のキャンバスやジュートは、バッグ自体の製造コストより輸送費の方が高くつくことがあります。軽量のポリエステル製トートは、キャ3.
ンバス製トートに必要なカートンスペースのごく一部まで折りたためるため、多数のイベント会場への大口出荷では重要な違いになります。
形容詞ではなく、試験方法を求める。 「撥水性」や「引き裂き強度」の表現には法的な基準がありません。代わりに、次の規格に基づくスプレー撥水性の評価として、4.
AATCC TM22[5]、コーティング生地の耐水圧（ミリメートル単位）、ASTM D5034に基づく引張強度、ISO 105-C06またはAATCC 61に基づ
く洗濯堅ろう度（変退色の等級は4以上）を求めてください。試験報告書の番号は証拠になりますが、仕様書上の記載は証拠になりません。
繊維を決める前に、主張する内容を決める。 バッグに持続可能性のメッセージを載せる場合は、その主張を文書で裏付けられる素材を選んでください。FTCグリーンガイドでは、5.
16 CFR 260.13[6] が、一部のみ再生された製品に対し、重量ベースの再生割合を明示するよう求めています。バージンのウェビング製持ち手が付いたrPETのボディ
を「100%再生」と表示するのは問題があります。コットンの場合、「生分解性」は、インク、糸、あらゆるラミネートがそれを許す場合に限り成り立ちます。

https://www.aatcc.org/the-art-of-testing-water-repellency/
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.13


米国の規則がトートバッグの素材について定めていること

素材が決まった時点で、いくつかのコンプライアンス上の問題が浮上します。繊維製品識別法の適用対象リストは、 16 CFR 303.45[7] に記載されています。衣類、タオル、寝具
などの類似品は対象ですが、トートバッグは含まれず、リストにない製品は対象外です。とはいえ、広告で表示する繊維含有量は必ず正確でなければなりません。FTCの ケア表示規則[8]

も衣類を対象としており、バッグには適用されません。そのため、洗濯データなしでトートを「洗濯機で洗える」と表示することは、ラベルの形式の問題ではなく、広告の真実性の問題です。
米国とEUで安全な表現については、ラベルの項目を当社のページでご覧ください： ポリエステル製トート製品ページ.

小売店のレジでの精算は、別の規制分野です。一月1日（2026年）以降、 CalRecycleのバッグ要件[9] は、対象となるカリフォルニアの店舗に対し、再生紙製のレジ袋を一枚あ
たり最低$0.10で提供するよう求めています。一方で、客は自分の袋を持参することもできます。 Packaging Dive[10]によると、この法律は、カリフォルニアにおける食料
品および商品の廃棄袋の重量が47%増加したことを受けたもので、対象期間は2014年から2022年まででした。ブランド入りの配布用トートは、自動的にレジ用の適合バッグにな
るわけではありません。小売りの顧客がレジで使う場合は、その用途を別途確認してください。

トートバッグ素材の比較一覧
下の表は、八つの素材を同じ軸で比較したものです。コストと重量は、公表されている業界の範囲に基づく相対的な順位であり、見積もりではありません。実際の価格はサイズ、加工、数量
によって変わるため、ご自身の仕様で見積もりを依頼してください。

素材 仕様単位（代表値） 最適な印刷方式 洗濯可否 水への挙動
一袋あた
りの相対
コスト

相対重量 正直に主張できること

軽量コットン 4–6 oz/yd²（≈136–203 g/m²） スクリーン印
刷、DTG

可（やさし
く洗う） 吸水する 低〜中 軽〜中 天然繊維。付属品が許す場合

のみ生分解性
コットンキャン
バス 10–12 oz/yd²（≈339–407 g/m²） スクリーン印刷、刺繍 可 吸水し、乾きが遅

い 中〜高 重い 長く再利用でき、耐久性の高
い天然繊維

ジュート 粗い織り、多くはPPラミネート 大胆な1–2色のスク
リーン印刷 非推奨 ラミネートすれば

撥水 中〜高 重く、か
さばる

植物繊維。ラミネートを開示
する

不織布PP 約80 gsm 低温硬化のスクリーン
印刷 不可 撥水する 最も低い 非常に軽

い
プラスチック#5。回収があ
れば再生可能

ラミネートPP PP基材＋光沢フィルム フルカラー印刷フィル
ム

拭き取り可
能 撥水する 低 軽い 多層構造。再生しにくい

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303/section-303.45
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-D/part-423
https://jp.zigpac.com/custom-tote-bags/custom-polyester-tote-bags.html
https://calrecycle.ca.gov/plastics/bagrequirements/
https://www.packagingdive.com/news/state-packaging-laws-2026-bags-foam-pfas-hotels/808682/


素材 仕様単位（代表値） 最適な印刷方式 洗濯可否 水への挙動
一袋あた
りの相対
コスト

相対重量 正直に主張できること

ナイロン デニール（リップストップが一般的） スクリーン印刷、転写 通常可 撥水する 高 非常に軽
い

合成繊維。収納性が高く長寿
命

ポリエステル デニール＋gsm（210D〜600D） 昇華転写、スクリーン、
DTF

部分洗いが
一般的

撥水する。さらに
高めるにはコーティ
ング

低〜中 軽い 合成繊維。大部分が化石燃料
由来

rPET デニール＋gsm 昇華転写、スクリーン、
DTF

部分洗いが
一般的

撥水する。さらに
高めるにはコーティ
ング

中 軽い 再生含有率（%）と注文単位
の証明書を併記

注目すべきパターンは二つあります。第一に、すべての軸で優れている素材はありません。キャンバスは知覚される価値と洗濯寿命、ポリエステルは重量とフルカラー印刷、不織布PPは単
価で優れています。第二に、「正直な主張」の列は、2026年の企業発注をたいてい左右します。調達部門と法務部門が、デザインを承認する前に証拠を求めるようになっているためです。

よくある質問
よくある質問：キャンバス製トートは必ずコットンですか？

いいえ。キャンバスは厚手の平織りで、コットンにもポリエステルにもなり得ます。「600Dポリキャンバス」は合成繊維ですが、「10 ozキャンバス」は通常コットンを指します。
サプライヤーには、繊維の種類と重量を適切な単位で記載するよう求めてください。コットンは平方ヤードあたりのオンス、ポリエステルはデニールとgsmです。

よくある質問：トートバッグの600Dは何を意味しますか？

600Dは、糸の重さが600グラム（9,000メートルあたり）であることを意味します。これは糸の太さを示すもので、生地の重さや耐荷重を示すものではありません。織りの密度や
コーティングも強度を左右するため、生地のgsmと引張強度の試験結果（ASTM D5034）も併せて確認してください。

よくある質問：販促用トートには、ポリエステルとコットンのどちらが適していますか？

使い方によります。コットンキャンバスは天然の風合い、刺繍、長い洗濯寿命が魅力です。ポリエステルは軽く、雨に強く、フルカラーの昇華転写アートに使える唯一の選択肢です。屋外イ
ベントや大口の出荷ではポリエステルが通常より適しており、小売りの商品やプレミアムなギフトではキャンバスがよく選ばれます。



よくある質問：不織布トートはプラスチックですか？

はい。不織布トートは、接着したポリプロピレン、つまり#5のプラスチックで作られています。繰り返し使えますが、洗濯機では洗えず、生分解もしないため、布製や堆肥化可能と説明し
ないでください。

よくある質問：rPETのトートを「100%再生」と呼んでもよいですか？

ほぼバッグ全体が再生素材である場合に限ります。16 CFR 260.13に基づくFTCガイダンスでは、製品の一部のみが再生素材である場合（例：バージンの持ち手やコーティン
グ）、重量ベースの再生割合の記載が求められます。主張を裏付けるため、注文単位の証明書を保管しておいてください。

よくある質問：トートバッグは洗濯機で洗えますか？

コットンとキャンバスは一般的に洗えます。ほとんどのポリエステル製およびrPETの販促用トートには「部分洗い」と「陰干し」の表示がされ、不織布やラミネートPPは機械洗いすべき
ではありません。「洗濯機で洗える」と広告できるのは、複数回の洗濯試験結果がある場合に限ってください。

重要ポイント
ポリエステルは、その規模の大きさから、合成繊維の定番となっています。 — 世界の繊維生産量の59%、82.5百万トン（2025年、出典)
rPETを使ったトートは、ほとんどの場合、もとはペットボトルです。 — 再生ポリエステル生産量の97%、9.7百万トン（2025年、出典)
バージンポリエステルは、依然として大部分が化石燃料由来です。 — 化石燃料由来が88%、再生品の割合は12%（2024年、出典)
一部のみ再生されたバッグには、再生割合の表示が必要です。 — 16 CFR 260.13で求められる重量ベースの再生含有率（出典)
トートバッグは、繊維製品識別法の対象製品リストには含まれません。 — 16 CFR 303.45(a)の対象カテゴリーに記載されていません（出典)
カリフォルニアの対象店舗のレジ袋は、現在紙製のみです。 — 再生紙袋、一枚あたり最低$0.10、一月1日、2026年以降（出典)
撥水性は「防水」という言葉ではなく、テスト結果で裏付けられるべきです。 — 「防水」という語ではなく、AATCC TM22のスプレー撥水評価（出典)

まとめ
トートバッグが何でできているかを知ることは、支払う前に結果を予測できるという点で役立ちます。コットンとキャンバスは、重さと引き換えに手触りと洗濯寿命を得ます。ジュートは天
然の見た目を提供しますが、多くの場合プラスチックのライナーを含みます。不織布とラミネートPPは、寿命を犠牲にして一枚あたりのコストを抑えます。ナイロンはプレミアムで収納性
の高い選択肢です。ポリエステルとrPETは、重量と耐久性の比率が最も優れ、フルカラーの昇華転写アートを実現できる唯一の選択肢です。バッグの想定使用期間、デザイン、そして裏付
けられる主張に基づいて素材を選び、そのうえでマーケティング用の形容詞ではなく試験方法で確認してください。

ポリエステルまたはrPETが条件に合う場合、次のステップは、具体的なグレードと印刷方式を選ぶことです。詳しくは 注文前にカスタムポリエステル製トートバッグの仕様を決める方法
をご覧ください。または、用途と数量をお知らせいただければ、お見積もりいたします。
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